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凡例




これは「中央公論」第四十一年第九號（大正十五年九月一日　中央公論社刊）所収のものを電子書籍にしたものです。

底本の表記は、旧字体旧仮名遣いであり、これに従いましたが、一部の旧字体はやむを得ず新字体を使用した場合があります。

なお、たとえ現代において不適切とされる表現がみられる場合でも、原文のままにしています。

誤字・誤植と思われるものも底本どおりとし、ママルビを付して〔　〕内に訂正しました。








讀書放浪




魯庵生







（1）　西行芭蕉の行脚生活




　私は曾て西行や芭蕉の行脚生活を憧憬した事があつた。今でも時折、出來るなら小さな書架と机と寢臺を設備する自動車を移動書齋として、往く所へ往き駐まる所へ駐まる贅澤な鴨長明を空想する事がある。

　が、私は握飯を腰につけて草鞋で山河に行吟する脚力も體力も持たない。且安逸に馴れた都會人だから樹下石上は扨置いて、屋根の下でも蚤虱馬の尿する枕もとの宿りには一夜でも堪へられない。西行や芭蕉の風雅な旅を興がるのは空想だけで、實行には躊躇する。矢張疊の上で名所圖會と首ツ引きして室内行脚をする方が草鞋の豆を作るよりは自分の性に合つてる。

　だが、放浪の興味は持つてをる。芭蕉や西行がドレほどエライかエラクないかは措いて、行衞定めぬ旅の空に昨日は東けふは西と流浪した斗擻行脚を面白く思ふ。同じ放浪の旅でも、紛失したお家の重寶を探す爲めとか、親の仇にめぐり會う爲めとか、乃至は武者修行とか靈場巡拜とかいふなら富山の藥賣と五十步百步であつて、何の目あても慾得もなく、行き當りバツタリに出會つた山川の勝を眺め歷史の跡を弔ひ、道草を喰ひ〳〵旅から旅と經めぐる處に西行や芭蕉の行脚の興味はある。功利的に見たなら西行や芭蕉の旅は地理學上の探檢をしたでも歷史上の發見をしたでも無い無益の閑潰しであつたが、何の目的も無く行脚其物を樂んだ處に西行や芭蕉の風流がある。




（2）　讀書放浪




　脚力も健康も無い上に無精で橫着な私は行脚の代りに夙くから讀書に放浪した。マダ五ツ六ツのイロハも碌すつぽ讀めない時分から繪本を片時も離さず手にしたり懷ろにしたりしてゐた。夫から以來何十年書籍の間に埋もれてゐるが必ずしも讀むのでは無い。勉强するのでは無い。特急の汽車で晝夜兼行する飛脚屋のやうな讀書は餘り好きで無いので、晴行雨留、折々は迂回したり岐路に入つたりして道草を喰ひ〳〵日程も目的地も定めずに轉蓬する西行や芭蕉の行脚のやうな讀書を私は樂んでをる。

　讀書が勤學であるやうに解されたのは昔の道學先生の學究觀で、讀書は實は享樂である。少くも私の讀書はソンナ窮屈な肩の張るものでは無くて、怠け者の怠け仕事である。私が靑年時代から讀書に浸つたのは學問をする爲めでも立身出世をする爲めでも無かつた。「好き」であつたからだ。上戶が酒を、下戶が餅を欲する如くに、「好き」といふ外には理由もヘチマも無かつた。今でも矢張「好き」であるから相變らず讀書に浸つてるんで、讀書々々と揮𢌞すのは勉强家振り學者がるやうで恥かしいが、私のは芝居へ行つたりラジオを聽いたりすると同じ道樂で、勉强でも學問でも無い。隨つて讀書の内容を平たくブチマケルと功利派からは澁面され經世家からは輕蔑され道學先生からは顰蹙されるものが大部分を占めてをる。私は




（3）　讀書の享樂兒




　であつて、錐を股に刺したり圓木を枕としたりして睡魔と鬪うといふやうなソンナ苦しいものとは讀書を思つてゐない。眠たくなるやうな讀書ならしなくてもイヽので、功利的に見ても、睡たいのを我慢して居眠りをしい〳〵書物に嚙りついたつて頭の肥しになるもんぢやア無い。興去れば止め、興來れば復た披卷し、區々方則に俘はれず、杓子定規の日程に縛られないで隨興隨讀、十日一册五日一篇も可、興熱する時は一日數篇數册の亦可ならん。正座、橫臥、音讀、默讀、遍讀、抄讀、細讀、濫讀、時に應じて宜しきに從ひ、一々繩墨に規矩されず、欲するまゝに亂抽亂讀する。私は




（4）　書齋のヴワガボンド




　であつて、朴々たる好學の君子でも又焚膏鑿壁の勤學の書生でも無い。私のは唯の濫讀である。啗へども味を知らざるくせに鱈腹頰張る牛飮馬食の讀書生である。

　且私は書籍を必ず讀むものと定めてゐない。入手即時一氣に通讀して了うものもあるが、多くは先づ鑑賞愛撫するに數日乃至十數日を空過する。表紙や裝潢を瞻めたり、挿畫や印刷面を反覆して味はつたり、そこはかとなく披いて隨所に數行づつを漁つて拾ひ讀みする。其間の樂しさは丁度眞綿に包んだ寶石を上からソツと撫でるやうな快よい焦燥とヤンワリした輕い緊張を感ずる。

　且、名著なれば名著なるほど一氣に讀んで了うのは惜しいやうな氣がする。每日ポツ〳〵と數日以上に涉つて出來るだけ長く樂みを續け、漸く讀畢つて吻と息する時の輕い勞れの快よさは云ふべからざるものがある。丁度兒供が菓子を喰べるに一番ウマさうなものを最後の樂しみに後𢌞しとしてチビリ〳〵と少しづつ味はうやうなものだ。上戶が酒を賞味するに五斗兵衞のやうに一氣に大杯を傾けるも小氣味いゝが、ホントウの酒の味ひは小さな猪口をチビ〳〵と嘗める處にある。讀書の興味も亦恰も之に類してをる。

　書籍に由ては絕えず繙展して隨所に拾ひ讀みしながら終に一回も全部を通して讀まないものがある。中には一と月二タ月も座右に置きながら一行をだも覗かないものがある。且即時に通讀する興味を沸湧したものでも讀畢つた後は索然として棚の隅へ抛り込んで了うものもあるし、一回だも通讀する興味が湧かないものでも容易に座右を離しかねてイツマデも身邊に置くものもある。書籍に對する私の興味は時と場合で區々まち〳〵であつて必ずしも一定してゐない。




（5）　我が一家の讀書法




　一體私は書籍を架上に列べたり堆かく積んだりして瞻めるよりも身邊前後に狼藉さして置くが好きだ。殊に新刊書を机邊三尺の間に雜陳し、新らしいインキや紙の臭ひを齅ぎつゝ、鮮かな裝釘の美くしい色彩を瞻めつゝ、行當りバツタリに亂抽濫讀するを快とする。好著と信ずるものを必しも即讀するのでは無い。愚書と思ふものも亦必ずしも放擲し去るのでは無い。偶然に奇贈された無名の著者の著述で接手即時に讀むものもあれば久しく待草臥れた名士の名著で、飛付くやうに買つて來たものでも本屋の包みのまゝにイツマデも放たらかして置くものもある。

　恁ういふ放從なダラシの無い讀書は著者としては迷惑でもあらうし、腹立だしくもあらう。書店で求めたものなら左も右くも、特に寄贈されたものを二タ月も三月も放たらかして置くは著者に對して申譯が無いと思ひつゝも放たらかして置く事がある。

　だが、私は書籍を讀む以上に鑑賞するが好きである。新刊舊刊に限らず新收の書は常に座右に置いて暫らくも離さず、日夕愛撫し或は抄讀して著者を知ると否と、寄贈されたと否との別なく我が愛書趣味を飽滿せしめたを著者及び發行者に感謝する。西行や芭蕉の行脚生活に同感する私は行雲流水を追ふ代りに書齋の中を彷徨して、手に任して隨興隨讀するを快とする讀書のヴワガボンドである。




（6）　出版界近年の大豐作




　去年から今年へ掛けて出版界は近年の大豐作である。單に數量ばかりでなく、名著大著といふべき努力の勞作が續々發行されたは明治大正年間の一レコードである。

　私の書齋——書齋といふやうな風雅な名稱よりは書物部屋、書物部屋といふよりは建具屋や指物師の鉋屑の代りに原稿紙の書き損じが年がら年中散らばつてるホコリだらけの挾苦しい仕事部屋も名著大著に溢れてゐる。多くは知己の著者や發行者から惠まれたものであるが、乏しい財囊の底を掃いて求めたものも亦少なくない。ドレも之も名什好著で容易に座右を離しかねるので、左らぬだに群籍を積んでる座邊は愈々挾隘となつて、僅に膝を容るゝの餘地を剰す外は手足の伸ばし場も無くなつて了つてる。

　だが、私の貧弱の書齋はお庇で名著大著で光つて　窮乏老書生の生活を忘れて讀書子の幸福を懷はしむるものがある。單に書名を列ぬるだに猶ほ數十行を要するが、殊に其の重なるものを二つ三つ擧ぐれば、例へば沼田氏の『日本紋章學』、古賀氏の『長崎市史風俗篇』高野氏の『日本歌謠史』等、何れも數年乃至十數年の苦辛惨憺の結晶である。序述の組織的にして綱目の整然たる、資料の豐富にして巧みに按排整理されたる、考證の細緻的確なる、考察の犀利銳敏なる、何れも先人未着手の題目を捉へて周匝洽博到らざるなき厖然たる大著を完成してをる。此の如きは數年乃至十數年に一出する劃期的大著述であつて、共中の一篇が發行されても出版界の偉觀であるに、之を首として各各相對角下らざる雄篇大著が續々刊行されるといふは明治大正六十年間を通じて曾て見ざる文獻の大豐作である。

　私の小さな書齋には是等の近刊名什のホンの僅かしか集まつてゐない。夫でも豫約叢書と若干の新刊西書とを加ふれば數十册が背中を列べて座傍を埋めてをる。其間に踞して前後左右を顧る時は恰も名著のオリンピツク競技を見る心地がする。恁ういふ見立ては篤學なる著者の顰蹙する處であらうが、座右の近刊のドレを見ても内容の豐富なるは厖大なる册子に盛り切れないほど充實し、著者の精悍と緊張とは一行一句の末にだも充滿して丁度競技に臨む瞬間の選手を懷はしむるものがある。且著者の多くは相識であるから、箇々思ひ〳〵の裝釘をした著書と相對する時は恰も熟面の選手の武者振勇ましい出場を目送する感がある。

『相撲取ならぶや秋の唐錦』　堂々たる學界の名士の心血を注いだ名著を運動選手や相撲に喩へるのは非禮であるが、厖然たる大册がドツシリした背中を列べて林立す狀は「ならぶや秋のからにしき」の句を懷ひ出さしめる偉觀である。

　恁ういふ好什名著が一時に頻出したといふのは畢竟するに學者の硏究題目が公衆の知識的興味と相接近し觸着する機運に向いたからである。學者の硏究が如何に學術的に貴重であつても公衆の興味と相容れないものは容易に印刷される機會を持たないので、此の如く名著大著が學會の報告としてゞなく尋常書肆の出版物として發行されるといふは、取も直さず日本の公衆の平均知識線の向上を證明するものである。

　實を云ふと日本の文化百般はマダ知識的に硏究されてゐない。有らゆる方面を通じて文獻の備はらざる題目は數多くある。現に我々の周邊に學者がマダ少しも手を着けてゐない問題が擇りどり見どりに轉がつてをる。學者が廣く資料を採集し、組織的に整理し細究して文獻の缺けたるを補足し、或は先哲未言の新見を拓いて學術上の紀元を劃すべきは之からである。

　且之までは讀書界が挾隘であつて學者の苦辛した大著は尋常書肆の算盤からは往々出版を難んじたが、讀書界近年の膨張と、讀書趣味最近の昂上とは此種の特殊の大著をも容易に市場へ送るやうになつた。上記の沼田氏以下の大著述が普通の書肆に由て出版されて、シカモ各々相當の成果を擧げたといふ如きは出版界近時の消息を語るもので、名著大著が之から以後續々市場へ送り出されるのは豫期し得られる。我々は日本の文化の爲め深く之を慶祝せざるを得ない。




（7）　十數年前の讀書界




　十數年前の春、私は或る新聞社から讀書界の趨勢なる問題を課せられた事があつた。劈頭第一に先づ喝破したのは、日本に讀書界なるものがありやといふ疑問であつた。成程、日本には小說好きがある、雜誌好きがある。雜誌屋の肆頭に安價な文藝雜誌や婦人雜誌が山と積まれ、每日の新聞には流行の人氣小說や家庭の讀物の新刊がシツキリなく廣告されてゐる。が、是等のお客さんは主として靑年士女であつて、當時の所謂讀書界といふは運動競技と同じく專ら靑年の領分に屬してゐた。隨つて書肆の目標とするは靑年であつて、靑年向きならざるものは日常實務の參考、或は厚生利用を資するものでなければ出版を躊躇した。讀書と大人とは殆んど沒交渉で、書肆や圖書館は靑年で埋めても老壯讀者の隻影をだも見られなかつた。尤も古書を喜ぶ所謂愛書家の多くは大人であるが、愛書家は古版の骨董的趣味家であつて讀書とは交渉しないのである。

　日本に讀書界が有りやと私が反問したのは此理由からで、安價な私小說や心境小說や、低劣な探偵小說や冒險小說や、學術的にも藝術的にも思想的にも箸にも棒にも掛らぬ駄文藝を喚呼する野球のフワンに等しい小說好きや雜誌好きの靑年男女の集團を稱して讀書界と呼ぶことが出來るだらう乎。低級愚劣な婦人雜誌や所謂大衆文藝物（其頃には然ういふ名稱は無かつたが）が何十萬の讀者を持つてゐやうとも讀書界の存在を主張するには小說雜誌以外の讀物が餘りに劣弱過ぎてゐた。所謂小說好きも雜誌好きも讀書家の一部には違ひないが、單なる小說好きや雜誌好きの靑年に代表せしむる讀書界は餘りに微弱で心細さを感せざるを得ない。

　話は少し支道に走るが、爰で些か說明を要するのは




（8）　讀書とは何ぞや




　の問題である。一體讀書といふは必要以外の興味のための涉獵を云ふので裁判官や辯護士が六法全書や判決例を、學校の先生が敎師用の參考書を、醫者が臨床必携や診斷學を商賣人が會社要錄や株式高低表を反覆するのは讀書では無い。之と同樣に數學者が敎學書を、電氣技師が電氣書を、敎會の牧師が聖書を讀むのは讀書では無い。又一家の主婦が婦人雜誌の兒供の育て方や病氣の手當や家事裁縫手工や、洗濯や、シミ拔きや、漬物の祕傳を讀んだり、學校の兒供が敎科書の復習をしたりするのは讀書ではない。

　總て何に由らず自分の業務に交涉するものを讀むのは必要に餘儀なくされるので讀書其物を樂むのでは無い。恁ういふ讀書は朝から晩まで書籍と首つ引きをしてゐても、（業務に熱心な勤勉家とは云はれるが）讀書家とは云はれない。本と〳〵が讀書に對する興味が無いのだから、必要が無くなれば直ぐ止めて了う。

　讀書といふのは兒供がお伽咄を、小說好きが新聞の續き物を貪るが如くに何を措いても、三度の食事を二度に減らしても、食膳に向ふ束の間も書籍を離すのが惜しまれるほどに興味に牽かれる慾望を云ふ。書籍を嗜む色慾口慾の如くして初めて讀書家であるといふ事が出來る。

　然るに日本では、（所謂小說好きが小說に對する場合を除き、）讀書を學校の豫習の如くに考へて、學校を離れたら最期、夫ぎり書籍とは緣切りになつて了う。新聞や雜誌で能く各方面の名士に檄して愛讀書や良書を質問する事があるが、名士の答案の大多數は學校時代に餘儀なく讀まされたり聞嚙つたりした書物を擧げるのが紋切形である。渠等名士は新聞雜誌社から讀書家の儉定試驗をされて首尾よく落第してをる。恐らく渠等は學校を離れた後は業務に交涉するものゝ外は書籍らしい書籍に手を觸れる事が殆んど無いだらう。中には業務と交涉するものすらも見ないものが有らう。電話の番號か汽車の發着時間でも調べる時の外は滅多に頁をメクル事の無いのが日本の所謂名士である。

　夫も書物に緣の遠い事務員や商賣人なら是非も無いが、讀書を仕事の一つとすべき筈の學者階級が存外知識的欲求に缺けてをる。所謂篤學といふは古書に沒頭する謂で、渠等の中には二六時中古書を離さず章句を摘んで暮すものがあるが、新著となると頭から藐視し手に執らうともしない。渠等の多くはクラシツクの妄信者で新らしい著述や硏究には殆んど風馬牛である。渠等は書齋の木乃伊であつて、渠等の讀書は坊主がお經を誦むと同じで章句を諳んじてゐても死んでをる。古典の妄信者ではあるが新著の追究者では無い。讀書家であるにしても渠等は讀書界の影法師のやうなものだ。

　恐らく日本人ぐらゐ非讀書國民は無からう。勢ひ出版人は其中の讀書族たる學生を目標として渠等に喜ばれる安價な低級文藝や學校向き家庭向きを專らとするは當然である。田舎女の惡どいお化粧を見るやうな婦人雜誌や娛樂雜誌が書肆の店頭に山をなす恰も緣日の草花の市を見るやうでも、庭に移して觀賞しやうと思ふものは一本をだも見出し難いのである。




（9）　今の讀書界




　夫から以後もう十四五年經つた。當時の若い小說フワンや雜誌フワンは立派な一人前の讀書人に成育し、空虛な小說や斷片的な雜誌の零編では喰足らなくて實質的な實みのある讀物を欲求するやうになる。小說が最も喜ばれるのはローマンチツクの空想や情熱の盛んに燃ゑる年ごろであつて、實際現實に面して每日生活に喘いでゐると、碌々世間苦も人間苦も嚙みしめない机の上の空想から產れた上滑りの人生記錄では容易に頭にピンと來なくなる。況んやナマハンジヤクの靑い作家の身邊小說や告白小說ではお伽噺ほどにも聞かれないで馬鹿々々しくなる。十何年前の小說フワンや雜誌フワンが成長した今日の讀書界はモウ靑年の領分でなくなつてゐる。

　昔から貸本屋學問は隨筆に入つて卒業すると云はれたもんだが、讀書の享樂の究竟地は昔も今も東も西も隨筆的雜著である。隨筆にも高卑險夷があつて、學術的報告よりも肩の凝るものもあるし大衆文藝よりも一層卑俗なものもあつて一槪に律する事は出來ないが、所謂小說好きが小說に飽いて嚮ふ所は大抵隨筆であつて、隨筆が讀書の享樂の最後の行留りとなつてゐる。近年隨筆が流行して讀者の人氣の中心となり、往々小說以上に嘖々されるものがあるのは取も直さず我が読書界が最早靑年王國で無くなつたのを語つてをる。

　加之ならず、同じ事を反復するやうだが、去年から今年へ掛けては啻に隨筆ばかりでなく、多年の勞苦を捧げた不朽の大著が多く出版されてをる。例へば石塚龍學氏の英文『法然傳』の如き、實に二十年の費心勞思を積んだ勞作で、其間の苦辛を語つた卷頭言は淚ぐましいものがある。又例へば沼田氏の『日本紋章學』の如き、着手以來十五星霜を費やしてをる。著者の識見の高邁と造詣の博大とは敢て云はずもがな、飽かず倦まず矻矻として十五年の硏究を積んだ著者の不退轉の精力は我々の鑑みるべき敎訓である。古賀氏の『長崎風俗篇』や高野氏の『日本歌謠史』は各々着手の時を明記しないが亦恐らく之に下らざる歳月を要したであらう。佐々木氏の『校本萬葉集』に到つては震災當時印刷裝釘まで完成した全部と其の原稿本及び貴重なる考勘編纂資料までを併せて烏有に歸したので罹災文献の一に數へ上げられたので讀書社會知らざるものは無い畢世の大事業であつて、卷帙の浩瀚なるは鹿持の『古義』を後へに瞠若せしむる大著述である。其他和田氏のモンタナスの飜譯や、姉崎氏の切支丹祕史の硏究や、石橋氏の『イスラエル宗敎文化史』や、東洋文庫の諸論叢や皆各々相當の歳月を捧げて勞苦した苦辛の論著が續々刊行された。著述では無いが、辻鷲尾兩氏纂輯の『神佛分離史料』の如き亦着手以來十五年を費やした三千餘頁の厖然たる大册である。（全三册にてマダ第一册しか出版されてゐない。）絕版暴騰のレコードを作つたので著名な太田氏の『隨筆索引』は其增訂に四年間を費やし、其内容を殆んど二倍して重刊された。此の如き並大抵で無い努力が費やされた勞作が各所から競爭的に一時に發行されるといふは明治大正六十年間を通じての盛觀である。

　更に目を全集、叢書、或は古典の複刻等の大部物の豫約續出に轉ずれば讀諸熱の熾烈益々驚くべきものがある。アトからアトからアトからと每月代る〳〵に廣告される大部の全集又は叢書は一々記憶するに遑あらざるほどほど目眩るしく頻出する。尤も是等の大部物は讀む爲めよりは寧ろ飾る爲めであるといふ說もあつて、其說必ずしも當らざるに非ざるが如けれども、ドチラにしても書籍に對する一般興味が洽く增進したのは首肯し得られる。

　更に又讀書熱（或は古書熱）の熾烈を徴すべき證例と見做すべきは書籍に關する雜誌及び古書肆の目錄の簇出である。從來とても書籍に關する雜誌が丸きり無かつたのでは無い。が、多くは書肆の營業機關として發行されたもので、夫すらも永續したものは殆んど無かつた。特に古書硏究或は讀書皷吹を標榜した獨立の書籍雜誌が二三種發行された事があつたが、矢張當の目的は一書肆の機關でこそ無けれ各書肆の新刊の廣告取であつた。全く營利を離れて古書硏究のマジメな目的で發刊したのは古書保存會の『典籍』であつたが、船頭多くして舟山に登るで、會其物がマダ存在を認められない中に内輪割れがして、雜誌も會もイツとなく消滅して了つた。石川氏の『稀書珍籍』も多少編輯者の好みに偏した嫌ひはあつても内容も豐かな體裁も整つたイヽ雜誌であつたが、之も亦所謂三號雜誌の運命を餘儀なくされた。書籍の雜誌では唯僅に『圖書館雜誌』が創刊以來十數年を經て數十號を繼續してゐるが、數百名の會員を有する圖書館協會の機關であるが故に辛うじて維持されるので、所詮書籍の雜誌は維持出來るだけの有料讀者を獲るのが困難と見做されてゐた。然るに此の幾多の人の嘗めさせられた苦い經驗に懲りもしないで、昨年來各所から十種近くの書籍雜誌が競爭的に發行された。尤も大抵が書肆の半道樂の機關雜誌で、多くは基礎が薄弱で初めから永續を危ぶまれるやうなものばかりで、中には既に創刊早々消滅したものもある。が、左に右く十種に近い書籍雜誌が一時に各所から發行されるといふは、書店の營業方略の進步にもせよ、亦書籍に對する一般趣味の增進を語るものでは無い乎。

　古書肆の目錄も亦同じく、從來とても著名の書肆からは折々發行されたゐたが、昨年來俄に著るしく增加した。且舊來の書肆目錄の多くは惡紙惡刷の實用一點張なるに反して、此頃のは印刷も用紙も精選し、中には圖版を加へて全く面目を一新した。例へば昨秋刊行した神田の一誠堂の大目錄の如き、有體に云へば内容は貧弱で、分類其他編纂の方式も杜撰であるし、印刷組方の體裁も整つてゐないが、二十餘面の圖版入りで着彩版まで挿入したクロース美裝の八百頁の大册で、内容から云ふと勿體無いくらゐのもんだ。恁ういふ古書肆の目錄が發行されるといふは破天荒で、讀書慾、愛書熱の普及熾烈が尋常で無いのを以て證明するに足るだらう。




（10）　多忙なる讀書と批評の困難




　だが、恁う名著大著が續出しては讀書家の生活は極めて忙がしくなる。讀書は閑人の業といふが、名著大著が恁う矢繼早に頻出しては讀書家は頗る多忙の閑人と云はなければならない。私の許へ集まるのは知己の著者或は發行者から惠まれたものと、私の貧しい懷ろから支拂つたものとホンの新刊の一部にしか過ぎないのだが、夫すらも全部を通讀するのは容易で無い。況してや此の以上に雜誌も拾い讀みし、豫約の叢書も購入し、折々は西書も漁り唐書も覗くとなれば每日朝から晩まで机に向つて五行並び下るで一日二三百頁を缺かさず讀んでも讀み切れるものでは無い。勢ひ好書家は如何に速讀家でも或る程度に於てのツンドク先生たらざるを得ないだらう。だが、ツンドクの趣味を理解しないものは愛書家で無いのは勿論、眞の讀書家でも亦無いのを信じて私は常にツンドク先生に敬意を表してをる。

　平たく告白すると然ういふ私自身がツンドク先生と五十步百步の書齋のヴワガボンドである。亂抽濫讀して時としては數百頁のものを一氣に卒業する事もあるが、時としては百頁かソコラの雜誌をも鼠の物を嚙るやうにポツ〳〵拾い讀みして五日も十日も費やす事がある。一氣に讀畢るものが必ずしも會心の著で無くて樂み讀みにポツ〳〵味はうものゝ中に名著の折紙をつけたいものがある。讀書は氣分である。少くも書齋のヴワガボンドたる私に取つては讀書は其時の氣分次第である。

　私が著者或は發行者から惠まれた著書中には批評の義務を伴ふものがある。尤も書齋のヴワガボンドたる私の氣分本位の行當りバツタリ評が著者の爲めの何の參考の足しにも又書籍の賣れ行の爲めの有力なる提灯持ともなる筈が無いから大いに期待されるわけで無いのは云ふだけ野暮だ。且讀書は何の目的も義務も無く、氣分次第でヴワガボンド流に貪る處に興味があるので、批評をするつもりの讀書は却てお荷物になる。加之ならず、博覽の學者が夫々専門的に費心勞思した名著を草率讀過して矮人觀場の蕪言を挿むは著者に對する禮でも無いし、又決して肯綮に中るものでも無いから私は批評をするツモリは無い。ホントウの批評は著者の刻苦に比例する相當の努力を要するので、十年掛つた著述なら少くも三年や五年は同じ題目を硏究した後でなければ出來るもんでは無い。各々數年の苦辛を費やしたものを一括して十把一とからげ的に批評する如きは著者に對する禮を缺くばかりでなく、自ら輕んじて悔どるの甚だしいものである。私は批評をするツモリは無い。批評は私の任では無い。唯私は先輩知友から著書を惠まれた厚意を感謝する旁々、書齋の一ヴワガボンドとして靈場巡拜ををするつもりで名著大著に費した歡喜を同好に頒たうとする。但し私が賽した名著大著といふは必ずしも御利生記や案内記を受けお札を授かつたものばかりで無くて、身錢を切つて道草に參詣したものもある。講中の信徒となつて太鼓を叩いて御利やくを振れ𢌞るんぢや無い。

　尤も之から巡拜記を書かうとするは私が振れ𢌞るまでも無い靈驗灼ちこな名著大著ばかりだから、時としては信心肝に銘じた歡喜が溢れて禮讃となる事もあらう。が、講元の著者や發行者から賴まれて講中を殖やす爲めの提灯持ちをするんぢや無い。且私のは批評では無くて名著や大著こママ〔を〕拜借して自分の勝手な與太を飛ばすので批評にも提灯持にもなら無い。著者や發行者の身になつたら恰も店の鼻さきへ露店を張られたやうな迷惑此上も無いものであらう。




（11）　石塚氏の英文『法然傳』




　先づ第一に私は石塚龍學氏の英文『法然傳』を禮讃せずにはゐられない。本書に就ては發行當時、東日紙上に簡略なる紹介をしたが、去年から今年へ掛けての名著を擧ぐるに方つては再び先づ第一に推讃せざるを得ない。本書は華頂山寶林の聖傳の飜譯であるから歷史的法然の傳記としては批評を容るゝの餘地が有うが、本書の目的は法然の史的考證でも又敎祖傳の高等批評でも無い。淨土の一學匠として敎祖に對する報恩の一端として精進努力した敬虔の勞作で、敎祖の法の光りを世界に布く爲めの信仰の溢れだから、單なる法然傳として議するは正鵠を失してをる。本書に對して感嘆禁ずる能はざるは敎祖と敎理との爲め二十年の勞苦を捧げて惜まざる著者の敬虔の信仰である。

　且又本書の英文を修辭上から檢覈して評する如きも亦無用の穿議である。譯者は英文の鍜鍊に相當の苦辛をし、一英國人の援助をさへ借りて文法修辭の完整に於て少しもヌカリの無い用意を盡してゐるが、譯者の志は英文を見せる爲めでは無いので、英文の能否巧拙の如きは譯者に取つて枝葉の穿鑿である。

　若しそれ譯者の編纂の勞の大なるものを求むれば殆んど本文と相若く每章末尾の語彙である。本書を單なる繪傳の飜譯にのみ留めないで、東方佛敎及び歷史に全く無知なる歐米人をして略ぼ大要を會得せしめる爲めの註疏を施こした處に著者の苦辛がある。佛敎科語は邦人も亦理解し難いものが多いから、此の語彙に敎へられるのは歐米人のみでは無い。其中には多くの梵語をも包含し、往々アイテルの遺漏を補ふものがある。

　夫よりも私は厖然たる一千頁の大册としての法然傳を見、土佐吉光の敬虔なる信仰に成る宗敎畫を反覆展開しつゝ宗祖の傳記を英文にて讀む感激を禁ずる能はざるものがある。有體に云ふと私は宗敎心の稀薄な人間である。如何なる敎祖をも偉人以上に見ないから、信仰から作られた宗敎的幻影の濃厚な祖師傳を餘り感服しないものだ。

　且私は敎祖としては火花を散らして宗敵を折伏するやうな英雄僧よりは護法能化の聖僧が好きであるが、英雄僧にしろ聖僧にしろ、矢鱈に紫雲が棚曳いたり、圓光が輝いたり、天人が天降つて音樂を奏したり、諸天諸菩薩が來迎したりする祖師傳の型に陥つた敎祖臭い敎祖を喜ばない。法然の生涯は念佛の信仰で終始し、慈悲忍辱を一串して他の祖師傳に於けるやうな奇蹟的要素が少ないから、此點に於て私は他の祖師傳よりも同感出來るが、宗敎の醍醐味には充ちてるが容易に感激せしめる熱烈な宗敎的蠱惑に缺けてをる。？

　だが、爰では法然を論じ、繪傳の宗敎的或は歷史的乃至文藝的價値を檢討し評定するつもりは無い。唯だ淨土の一學匠として敎祖の法德を世界に宣耀する爲に二十年間の精進勤苦を捧げた著者の敬虔なる信仰に對して厚く敬意を表すれば足りる。法然を評する如きは私の任でも無いし、又今は其の機會でも無い。

　且私は信仰は稀薄であるが、宗籍は淨土に屬してゐる。法然に對しても多少の（といつては相濟まぬが多少の）歸依を持つてゐる。石塚氏の著者に對して單たる勞作以外に感激指ママ〔措〕く能はざるものがある。




（12）　沼田氏の『日本紋章學』




　名著大著の何れも宏偉たらざるは無い中にも恰も素袍大紋の魁偉の武士が控ゆる如く堂々の威容を示すは沼田氏の『日本紋章學』である。本書は既に學士院賞の折紙が附いてゐるので、生中の讃辭は却て佛頭糞であるが、著者を知る我々は著者滿幅の精悍なる傲氣が全部に溢れてるのを見て壯快禁ずる能はざるものがある。

　沼田氏の紋章研究は知友間に隱れも無い十數年來の題目にて、沼田氏と紋章とは牡丹に唐獅子竹に虎といふやうな離れぬ關係であつた。沼田氏と云へば直ぐ紋章が聯想され、紋章を論ずれば必ず沼田氏が引合に出され、沼田氏の在る席上常に紋章が話題となつた。沼田氏の紋章を語るや博引旁捜滔々盡きる處を知らず、苟くも紋章に關する疑問は之を叩けば言下に答ふる響の聲に應ずるが如くである。旦其硏究は些の危なツかしげが無く、ドンナ問題に對しても快刀亂麻を斷る如き明快なる答辯を與へて聊かでも曖昧糢糊に言葉を濁すやうな事は無かつた。

　沼田氏は精力絕倫を以て交友間に聞えてゐるが、啻に精力絕倫であるのみならず苟くも一事を究めんとするや全精力を一題目に集中して徹底的に貫ぬかざれば止まざる粘着力を持つてをる。紋章學は實に此の異常の精力集中の結晶で、氏は其の職務とする土佐藩史の編纂外の時間は盡く紋章の硏究に捧げ、資料の採集に熱心なるや曾て一婦人の羽織の紋の較や異形なるを見て精しく之を究めんとして追躡して怪まれたといふ如き先哲叢談か畸人傳にありさうな逸事をさへ殘した。夫程資料を集めるに熱心で、啻に文獻のみならず古くは秦漢の遺物や出土品や近くは日常凡近の百般工藝物、小兒の翫具や土俗品までを究め、紋章に就ては第六感を有してゐるかと怪まられるほど異常の敏感を働かして道に落ちたるものまでも決して見免さなかつた。

　厖大なる一千五百頁の『日本紋章學』を繙いて先づ驚かれるは此の資料の豫期以上の豐富である。開卷第一に妙法院所傳の著名なる印度副王の書翰やケンペルの日本史のタイトル・ページを口繪としたは些か鬼臉小兒を威嚇する嫌ひが無いでは無いが、左も右く著者の採擇資料が尋常家紋の圈内に跼蹐しないのを證するに足る。更に本文に入れば、文獻としては記紀以下の正史野史、戰記日記、記錄文書、繪巻、小說野乘、小唄川柳落首等までを涉獵し、器物としては正倉院の御物、武器、佛器、文房諸什より遠く印度、バビロン、西域、支那、朝鮮等の遺物、支那や印度や日本の瓦や磚、又は手匣や鏡背の模樣、小兒の翫具や骨牌のやうなものなでも盡く自家藥籠中の物としてをる。但し『明和伎鑑』や『傾城觿』のやうな戯作まで引用して役者や遊女の紋、小兒の泥面子や一文菓子屋の當て物の紋づけまでも引張り出したのは聊か過ぎたるは猶ほ及ばざるが如き盛澤山に過ぎる感があるが、博搜の範圍の廣大なるは、啻に紋章と云はず從來諸家の如何なる硏究も恐らく之に匹儔するものが無からう。

　著者が最も力を入れたるは巴紋、龍膽、木瓜等である。就中巴紋は最も精を盡し著者の創見を伺ふに足るものがある。が、著者が自ら任じもし、他も亦著者に獨創の名譽を許すものは久留子紋の硏究であらう。殊に祇園守や島津の轡と久留子との關係は恐らく著者の最も會心とする硏究であらう。左に右く此の巴紋、久留子を首として引兩、菊、葵等の硏究は本書中の最も興味ある部分である。

　本書に於て解釋されたる紋章は槪算凡そ五六百程であらう。引用の文獻は和漢を主として數四の西人の著書をも加へ、紋章を中心としての氏族關係、法制、習慣、民俗、信仰等百般に涉りて殆んど紋章百科全書の觀がある。が、紋章の變化多種なるや、其の基礎紋とすべきものは大抵網羅されてるが、所謂換紋に到つては猶ほ洩れたるものもある。尤も換紋の中には使用者が勝手に作爲した憑據も傳來も無いものがあるから、歷史家としての立場からは一顧を値ひしないだらう。が、歷史的に一顧を値ひしないでも他の社會的又は文化的關係から見て多少の硏究を値ひするものが必ず其中に有らうと思ふ。

　著者は啻に日本の資料にのみ滿足しないで、屡々源流を尋ねて外國にまで溯る。支那や印度や、更に一層遠きはバビロンの古代遺物までも引張り出してる。著者の硏究心の徹底するは誠に敬服するに堪へない。が、若し我等の望蜀の慾望を許されるなら遠いバビロンまで引合に出されてると比較して一衣帶水の支那の紋樣との交涉が比較的簡略されてる憾みがある。支那は千年の交通ある先進國であつて、文物百般を負ふてゐるから、紋章も亦起源を支那に求むべきものが多くあるのは類推するに難くない。例へば斗牛の星象、七寶、寶鍵、分銅、龍紋等支那固有の紋樣との交涉に就き著者は丸きり觸れないでは無いが、說いて未だ精ならざる多少の憾みがある。印度やバビロンに比べて一層密接の深い關係にある支那の紋樣に就て今少しく精細なる硏究を聽かんと欲するは我等の望蜀の欲望である。

　紋章が氏族の徵ママ〔徽〕章であつて其の形似變化の類推が系譜を明かにするは著者の說く通りである。此方面に於ける著者の硏究は殆んど餘蘊なく盡されてをる。が、紋章は氏族の徽章であると同時に信仰、尚武、崇文、其他の思想のシムボルである。此方面に於て古くはケーラスの著名な卍字考等があるが、近時西人間の此硏究は漸く盛んで、フレーザア、チヤーチウツド、フロベニアス等の大著がある。紋章の硏究は單なる歷史の補助科目では無い。更に一步を進めて此方面に突入する時は民族心理の重要なる解鍵とする事が出來る。

　慾を云へば限りが無いので、如何なる劃期的大著述に對しても各人個々の注文を列べれば際限が無い。が、各自の註文に陥ると否とは毫も著書の價値を增減するに足りないので、左に右く從來我が考證家に閑却されてゐた紋章を此の如く細さに究めて剩す所なく檢討した此の一千五百頁の大册を完成した著者の功蹟の大なるは永く我が文獻史に朽ちざるものであらう。

　私は此の厖大なる大著を手にすると先づ索引に由て自分の家紋を檢索した。（恐らく本書を手にするものは何人も先づ第一に自分の家紋を檢索せずにはゐられないだらう。）私の家紋は庵木瓜或は橫木瓜が本紋であるが、俗に「内田轡」（沼田氏の著には内田久留子とあり）と稱する轡の圓の外周に四ツ星を配する變り轡を用ゆるが普通で、舊小見川藩主を初め内田姓のものは大抵此の「内田轡」を家紋とする。隨つて「内田轡」の紋付きを着るは苗字を廣告して步くやうなものだから面白からず思ひ、私は家を相續すると同時に家紋の變更を思ひ立つた。が、本紋の庵木瓜は餘りに封建臭く、且工藤祐經が聯想されて敵役臭く、橫木瓜は大抵な人に間に合うと貸衣裳屋に重寶されるほど餘り有觸れ過ぎてドチラも使用する氣にならず、全く緣の無い紋を勝手に工風した創作もと思案に餘つた末が偶然或る紋帳で見付けた變り木瓜を用ひ初めてからモウ三十何年になる。沼田氏の著書を繙いて見ると、内田姓の使用する紋は十二種あつて、貴姓の用ゆる菊でも葵でも藤でも橘でも鷹羽でも揚羽蝶でも何でも擇りどり見どりで、三十年前に本書が著はされてゐたなら、何も木瓜や轡を餅について苦まずとも宜かつたのだ。

　私は祖先崇拜國の國民としては甚だ不心得千萬な男で、自分の祖先なぞに就てはトンと考へた事が無かつた。唯國史に現れた最始の内田姓が巴御前と組討して首を捻り切られた遠州の住人内田家吉であるを少年の頃『日本外史』で讀んで甚だ肩身の狹い思ひをした。爾來内田を名乘る者に碌な奴は無いと、自分の姓ながら内田姓に愛想を盡かした。近年内田姓にも大臣や成金が出來て大分箔が附いて來たが、女に首をモギ取られた田舎武士が先入主となつて自分の姓ながら餘り感服出來なかつた。處が沼田氏の著を見ると内田姓は藤原の支流で、高貴な氏族と同じ紋章を用ゆるを知つて内田姓も萬更で無いと多少肩身を廣くした氣持がした。且最始の久留子族の一人であるを敎へられて、昔なら邪宗門の末裔であるのを憚らねばならないが、今では恰も切支丹流行の折から西歐文化の最始の接觸者であるのを知つて萬更惡い氣持もしなかつた。

　歐羅巴ではヘラルドリーは既くの昔亡びて今では歷史の夢となつてゐるが、日本ではまだ封建が亡びて日が淺いから、家紋は氏族に附帶して誰にも共通の興味となつてゐる。『君の家の紋は何、俺の家のは何』といふは決して紋章學者の專有の問題では無い。學者の畢世の努力を捧げた大著を輕く扱つては甚だ相濟まぬが、此の厖然たる大册を反覆して自家或は近親の家紋を精究するは亦銷夏の一興であつて、凉風熱汗を洗ふの爽快味ある。少くも私は此大册を隨讀隨抄してきのふけふの九十度の炎熱を忘れたことを深く著者に感謝する。




（13）　『長崎市史風俗篇』




　此の炎熱燬くが如き時に方りて銷暑第一の讀物とすべきは古賀十二郎氏の『長崎市史風俗篇』である。長崎は西陲の一地方であるが最も早く歐洲人を引接した大伴有馬の故地であつて、世界的には江戶よりも大阪よりも早くから知られてゐた。日本が開國以來僅に數十年間で一足飛びに二三世紀を躍り超えて世界の文明國の仲間入りしたのを驚かれてもゐるし、自ら誇つてもゐるが、實は日本は鎖國したといふ條長崎を通じて蘭人の手から些かではあるが絕えず西歐文化を移入してゐたので、米人に手引きされて初めて世界の文明に當面したのでは無い。切支丹時代から鎖國の時代までも長崎には唐船や蘭船がシツキリなく來舶し、蘭館あり唐館ありて絕えず西貨を輸入し西俗を播種し、日支蘭の風俗や言語や貨物が交錯して内地の風俗とは全く特異な別天地を作つてゐた。曾ては切支丹の根據地であつて悲しい美しい幾多の殉敎者のローマンスを殘し、後には蘭學の發祥地であつて日本の文化の先驅者が若い輝かしい夢を載せて負笈來聚した全國一のエキゾチツクの都であつた。

　ナガサキ！　鎖國時代の好學有爲の進取的靑年に取つて之ほど眷しい憬がれの響きは無かつた。漢學專攻の儒生は來舶淸客と詩文の交を訂し或は唐音硏究に、西學に潜思する醫生は親しく蘭人に就て敎へを受くべく皆長崎を惝怳した。當時の長崎は世界の文化の唯一の出張所であつて、書生の長崎へ行くは恰も今の歐米へ留學すると同一であつた。且其の風俗のエキゾチツクなると珍奇な異國の貨物に富むを聞いて好奇心に誘られる遊歷者の跡を絕たず、一と度長崎を踏んだものは醫者は本より學者も淄流も皆紅毛南蠻の洗禮を受けざるは無かつた。幕末から明治の初頭へ掛けて文化の先鋒となつて新文明に貢獻した朝野の功勞者は大抵長崎の洗禮を受けた者であつた。所謂長崎渡りの貨物が高價を賭けて珍重された如くに、人間も亦長崎渡りが幅を利かしたもんだ。

　京の女郎に江戶の張を持たせて長崎の衣裳を着せたいといふは情界に公認された八文字屋以來の遊冶郎の惝怳であつた。遊里は封建時代の社交の本舞臺であつたので、丸山の夜るの女王の豪奢の粧ひに野ママ〔夜〕郎自大の江戶ツ子も京の着倒れの衣裳道樂も一目置いてゐたといふは、取りも直さず阿蘭陀渡りの寶貨珍玩が當時の驕奢の標的であつたのを丸山の太夫の衣裳に代表させたやうなものだ。呉絽や羅脊板が贅澤の骨頂でありギヤマンやビードロが趣味の驚異であつた時代、異國の百貨肆場たる長崎は美と幻しの夢の世界であつた。

　盂蘭盆の精靈船、諏訪の祭典、三月の紙鳶ハタ揚げは長崎の三名物として全國に鳴響いてゐたが、其以外に繪踏みやペーロンや來舶外人にも興味を與へて外人の紀行にまで載つた特異の風俗は少くない。外人の眼から見れば内地の風俗と餘り違はないだらうが、日本人から見れば上記の特殊の年中行事を初め日常些事の風俗や遊戯や衣食住一切に異國の情趣や色彩を混入してをる。長崎の生活は總てが日本と外國との交錯から生れたハイブリツドで、一として眼を睜らせる驚奇の景物たらざるは無い。

　長崎に關する文獻は可成に多い。内務省の『地誌目錄』に載つてるだけでも三十五六種に上つてる。他の各地方の地誌と比較して決して貧しい方では無い。が、多くの名所圖繪的地誌の常套で、社寺や名勝に精しいが風俗に關すると多くは疎略である。近頃稀書複製會から複刻された延寶の『長崎土產』が丸山遊里の消息、殊に來舶外人と遊女との極めて情味あるローマンスを描いてゐるを除いては其の以後の『長崎夜話草』にしろ『長崎聞見錄』にしろ貿易や物產等には精しいが風俗に關する記事には乏しい、磯野信春の延寶のと同じ題名の『長崎土產』には多少の興味ある風俗上の挿繪や記事が載つてるが、極めて薄ツぺらな小册子で、勢ひ内容は貧弱である。其の以外に長崎市役所や松浦伯爵家等に主要な資料が若干あると聞いてるが、多くは傳寫の少ないもので、坊間には殆んど獲られない。明治になつてから出版された長崎縣廳の『幕府時代の長崎』や福地櫻痴の『長崎三百年間』は何れも相當に豐富で、可成の興味ある記事にも富んでるが、蘭館や唐館に關する貿易や切支丹の取締や總て公邊に關する記事に詳密で、民俗や習慣に關する市井雜事に到つては矢張疎略で、我々の興味を滿足させる事が出來ない。凡そ民俗資料は文化史硏究の貴重な材料であるが、殊に長崎のやうな絕えず外人と接觸して自然的に西俗に浸染した地方の風俗志は民俗進化の主要な資料である。が、（長崎に限らず、ドコの地方誌でもだが、）社寺、名勝、產業等の文獻は乏しくないが、風俗志となると隨所に零細な記事を發見するが組織的に纏めたものは極めて稀れである。

『長崎市風俗篇』は恰も此の遺漏を補ふて遺憾なき近時の大著である。近年各市各地方廳は競つて地方史を編纂し、從來閑却された民族及び一般文化にも涉つて相當精細なる討査を盡して詳述されてるが、私の知れる限りでは此の『長崎市史風俗篇』ぐらゐ周洽博綜を極めてるのはない。著者古賀十二郎氏は長崎の舊家ださうで、家に傳へた記錄文書にも富み、愛鄕の精神とエキゾチツクの興味から市史編纂に從ふ遙か以前から長崎に關する有らゆる文籍を博搜してゐたやうに聞いてゐる。本書卷頭の十六頁に涉る參考史料の目錄を見ても著者の博搜の範圍の如何に廣大なるかゞ一瞥して直ちに首肯ける。啻に日本の資料ばかりで無く、エズイツト僧侶の本國への布敎通信を首として來舶人の記行等英佛獨蘭西等に涉つて百數十册に及んでをる。加之ならず著者は謙虛して故老篤學は魯か後輩の靑年或は婦人にまでも聽いて零細の談柄をも洩らさず參考に供してをる。宜なる哉、單なる風俗篇にだも此の厖然たる一千何百頁の大册を完成したるや。

　且此の一千何百頁は總て確實なる記錄文書或は遺存の實物に據る乎、或は現在の事實なら著者の目賭を經たものであつて、議論や批評や咏嘆や回顧を少しも交へない正味の記實である。一行たりとも餘計な空虛な文字は無い。且著者の想像や臆斷を少しも挾さまないで一々根據を明かにし單なる邦人の記錄以外屢々外人の著をまで旁證としてをる。シカモ著者の博引旁搜は剪裁宜しきを得て巧みに要點を把握し、無用の長たらしい引證に讀者を勞殺する博涉家の兎角に陥り易い通有病弊を脱してをる。其上に著者の文は坦々として平明で、衒氣や誇張が微塵もないから仰々しい形容や空虛な美辭麗句の行列に躓づく事無しにスラ〳〵と讀める。

　殊に過去の長崎に對する我々の惝怳は今猶ほ百年乃至百五十年前の蘭學書生に少しも減ぜざるものがあるから、本書を前にして繙かざるに先づ遠い憬がれの異鄕のおとづれを聽く歡喜に胸を躍らせる。六十何面の本書の揷畫を一々點檢して行く中に畫中の景象を眼底に彷彿して昔の長崎のエキゾチツク的雰圍氣に包まれる心地がする。電車や自動車や鐵道コンクリートやアスフアルト道や、トンカツや電氣ブランやドツチヤダンネ饅頭の雜音濁彩汚臭を忘れて、唐人屋敷や阿蘭陀屋敷の夢の世界に快よく陶醉蹣跚するを得るは本書の賜物である。

　本書中の最も興味に富み、且最も讀みごたへのあるのは繪踏と衣食住と遊女との三章である。尤も著者の努力は萬遍なく全篇に渡つて章に由りての一張一弛が無く、各章個々の興味があるから何れを何れと甲乙すべきでは無いが、長崎特有のエキゾチツク的地方色以外に人間の本能と生存欲の中心たる戀と信仰と日常衣食住とに東西文化の交綏や混錯が現れ來る特異の變態現象は恐らく世界に餘り例の少ないものであらう。其間に育まれる幾多のローマンスのエンブリオは本書の記事中に孕姙されて、尋常劇以上、小說以上の悲喜劇の幻影が平板なる本書の序述中のそここゝに隱顯してをる。

　が、一千何百頁の大册は通讀一遍するだけでも容易で無い。平たく云つて私はマダ全部を通讀してゐない。接手以來數月、絕えず座右に置いて小閑ある每に飜讀したが、恐らくマダ全部の三分の二を越えないだらう。が、多くの市史や地方史が根本の資料の貧弱なるに加へて嚼蠟無味を官廳記錄の誇りとする風のあるに反して、之は市其物が三百年來のローマンチツクの歷史の連續とエキゾチツクの花やかな色彩で包んだやうな土地柄である上に、有餘る豐富な材料を積重ねたのだから單なる風俗篇一册にだも一千餘頁を捧げても猶ほ足らざる如き餘力を剩してをる。多くの厖大なる著書が兎角に簡約すれば簡約出來ないでも無い無用の記事や冗漫の文字あるに反して、之は全部がハチ切れるほど含蓄に富んでるから、中には數遍繰返しても飽くを知らず、讀む度每に新らしさを覺え、嚙占めて愈々甘味の滴たる個處がある。全部を卒業したのでは無いが、處に由ては既に數遍繰返してをる。

　卷後の（と云つても三百頁を越ゆる）『長崎方言集覽』は本書中最も實のある、恐らく著者が最も努力を要したらうと思はれる部分である。單なる語彙であるが、長崎の方言中には外國語から轉訛して全國的に傳播流通したものがあるから、單なる方言として扱ふべきものでなく、一つ〳〵に咀嚼すれば文明移入の跡を辿るの感がある。此の外來語の硏究は從來多くの學者が手を着けたもので、零細的には頗る詳密なる考證もあり、殆んど確定した斷案もあるが、之だけ多數を集めた纏まつたものは無い。且此種の硏究は廣博なる語學の造諧ママ〔詣〕と言語進化上の銳敏なる判斷力を要するので、此の特異の方言の鄕土に人となつて該博なる語學に造詣する著者は恰も此の硏究に當る最適任者である。著者の解說中にはマダ攻究すべき餘地のあるものも多いだらうが、從來の硏究から一步を進めた新見に富んでるのは爭ふ事は出來ない。

　此の一千何百頁を涉獵するは大博物館に入つたやうなものだから、仔細に一つ〳〵を點檢してゐたら永い夏の日も暮れて了う。左に右く近時の著述界の最大收穫の一つで、日本の文化史の最も興味ある側面史である。丁度切子のギヤマンに盛つた南洋の香氣の高い水氣の垂れる果物を見るやうなもので、見たばかりでも唾を生じ、一臠を喫する每に香氣口腔に溢れて淸風一過する如き感がある。

（本書の副產物たる『長崎と海外文化』はマダ接手しないが必ずや多くの新資料を滿載する外來文化史の貴重の貢獻であるを信じて、首を長くして長崎の書肆からの郵着を待ちつゝある。）

　長崎に關したものでは本山桂川氏の近著に『長崎丸山噺』といふのがある。前記の『風俗篇』に比べるとデパートメント・ストアの隣りの小さなカフエを覗くやうなものだが、遊里の瞥見に限られたのと、興味本位で著はされたものだから肩が張らずに面白く讀める。長崎宗徒の亦一顧を拂ふべきものである。卷頭の貞秀の五枚續きの錦繪は丸山遊廓の鳥瞰圖とも云ふべきもので、蘭人や唐人のゾメキや醉舞が維新前後の橫濱畫とは違つた別趣のエキゾチツクの氣分を漂はしてゐる。『風俗篇』が南洋の果物を滿盛した切子のギヤマンなら、之はメロンの一と切れを載せた白磁の皿である。僅か一と切れでも高い香氣に胃の腑を誘られずにはゐられない。




（14）　モンタヌスの『日本誌』




　先づ法然に賽し、武家の馬印や紋章を見物し、長崎の異國町を彷徨した戾りは必然的に蘭人の鴂舌を聽かねばならない。

　和田曼翁の譯文『モンタヌスの日本誌』の發行されたのは一年半前で、新刊よりはモウ店晒しである。が、『モンタヌス』は店晒しとなつて愈々本價を騰貴するので、原本が年々益々貴くなると同樣、曼翁の『モンタヌス』も亦恐らく一年每に本價を倍蓰するだらう。有體に云つてモンタヌスは資料としてケンペルやシーボルトほどに貴いものでは無い。が、二者よりも凡そ百年前の印行で、カロンに次ぐ最古の日本誌である。且資料としての正確さはカロンに讓る處があるが、内容はカロンに數倍し、殊に揷畫の豐富は前記の二大著にすらも勝つてをる。

　且其の揷畫たるや譯者のオギルビーの手に成る如けれど果して何に據りたるか不明であるが、畫工は何人にせよ、其の荒唐不稽なるは想像以上といふよりは滑稽以上である。天然も樓閣も人物も風俗も日本人だか支那人だか判斷が付かないが、恐らく當時の（或は今のでも）歐洲人の眼には支那人も日本人も家屋や風俗は本より景色でさへも殆んど同じに映つたのであらう。が、其突拍子も無い荒唐不稽が興味を惹いたので、日本人は恰も波面の凸凹鏡に映る鞘繪のやうな自分の畸形姿を見せられるやうな氣がして微苦笑せずにはゐられなかつた。が、歐洲人には此キヤリケチユア然たる風俗繪が漂流記の揷畫の如く思てれはマ　マ〔はれて〕其頃餘程の大評判となつたと見えて、其後六十年、千七百三十年ライデンの一書肆から出版された『世界名勝圖繪ラ・ガレリ・アグレアブル・デユ・モンド』の日本の部には主として此のモンタヌスの揷繪が收められた。近くは二三年前に出版されたオツトオ・ペルカの『十八世紀の工藝美術畫に現れた極東風俗畫』の中にも亦モンタヌスの揷繪が收められてるのを見ても此畫が今でも公衆の興味を惹くに足るのを證してをる。

　元來モンタヌスは日本に來た事は無かつたのだ。恐らく東印度あたりに駐留して日本の事を聞いて好奇心を燃やし、蘭使の記行や渡日の蘭人の見聞を基礎として本書を著はしたのであらう。身親ら其地を踏んで親しく日本人と往來交晤したカロンや、較や遲れて渡日したケンペルやシーボルトの著と比較して多少漂流奇談じみてるのは據ろないが、他人の著書や見聞を基礎としたものとしては、揷畫の荒唐不稽なるほど内容の本文は出鱈目では無い。外人通有の見當違ひや無理解を別にしては夫程馬鹿馬鹿しい間違ひは無いので、セコンドハンドの嫌ひがあるにせよ存外正確な事實を紹介してをる。モンタヌスが興味を惹くのは荒唐不稽の揷畫であるが、この揷畫の爲めに禍されて眞實が疑はれて小說扱ひされてゐた。

　が、實は揷畫にしても亦、一見して支那人か日本人か解らぬといふものゝ、熟視すれば支那人でも印度人でも無くして矢張り日本人である。龍宮の乙姬さまのやうな長柄の繡扇を背ろから翳した貴婦人は變挺であるが、矢張日本畫の十二重や搔取りの上﨟姿が外人の網膜を濾過して此の如く映つたのであらう。中には明かに初期の浮世繪の丸袖伊達模樣の女風俗を感違ひして描寫したと思はれるのもあつて、萬更出鱈目の想像で無いのは確實に認められる。景色にしても建築にしても家居にしても部分的には支那臭い個所もあるが、全體的に見れば矢張り支那でなくして日本である。例へば大阪城の圖の如き岳陽樓とか雁塔とか云ひたいやうな感じがするが、矢張想像で無くて實見の見取圖に據つたのであらう。出島の圖となると東印度會社の正確の實測圖を臨寫したのであらうから、細部は好い加減であつても大體の輪廓は餘り間違つてゐない。夫から推しても一見奇怪な滑稽極まる風俗圖も亦夫々據り處があるので、決して出鱈目に描いたので無いのは類推するに難くない。

　モンタヌスよりも遙か後に永く日本に滯留して日本の衣食住に能く熟したケンペルやチヽングの著書の揷畫にさへ隨分如何はしい變挺な畫がある。今日ですらも東洋に來た事の無い畫家の日本の風俗畫や風景畫には一見噴飯に堪へざる馬鹿々々しい想像圖があるのだから、今から二百五十年前、交通が隔絕して國情がマダ十分解らない時代の、一度も日本の土を踏んだ事の無い著者の日本誌の風俗畫や風景畫が殆んど出鱈目の想像畫であるのは少しも不思議は無い。同じ時代の日本人が著はした外國事情の揷畫がモンタヌス以上に出鱈目で、中には『山海經』の揷圖が紛れ込んだのでは無いかと怪まれるものさへあるのを見ても國情の通じない時代に異國の情景を想像するのが容易でないのが解る。

　だが、前記した通り、揷畫は荒唐不稽であつても本文はマコポロの著名なジパングの咄ほどに荒唐不稽では無い。其頃蘭人は絕へず往來してゐたし、天正時代からの伴天連の通信もあつて日本の國情は既に十分硏究され相當に理解されてゐた。殊に日本人の極端なる宗門迫害は歐洲人を震慴せしめて益々日本に對する硏究を刺戟した。隨つてバタビヤあたりの外人には日本の事情が割合に能く知られてゐた。恐らくペリー渡來前後よりも却て精しく眞相が理解されてゐた。此點に於てモンタヌスは總ての外國人に書かれた歷史が兎角に最高權力者の都合で按排され勝ちな本國人の歷史よりも却て正確である通りに、日本の歷史に省略されたり或は書直されたりした遺漏や改削を補ふに足るものがある。殊に日本の歷史では全く知る事の出來ない切支丹迫害始末が可成詳しく精叙されてをる。是等の點に就ては二三の批評家が既に詳しく紹介したから今更呶々する必要も無からう。

　殊に本書の正確なるを裏書をするは正保四年の江戶の大地震と、明曆三年の江戶の大火の記事である。前者は僅に數行であるが、後者は（譯文にて）三頁を捧げてをる。明曆三年は正月早々火災が續いたが、三月二日といふは曆の相違にして多分正月十八日の著名な本鄕丸山の本妙寺火事を指すのであらう。此の丸山火事は數ある江戶の大火中でも殊に著名で『武藏鐙』の單行本もあり、八百屋お七のローマンスをも伴ふて諸書にも載つてるが、恰も滯府中の蘭使一行が此の火災に遭ふてアチコチを逃げ延びた實見記たる本書の記事は此の大慘事の有力なる資料である。

　江戶大地震の記事に就ては別に譯述中の一揷話がある。曼翁が本書の飜譯に着手したのは十二年の大震前數年、マダ帝大圖書館長在任中からである。丁度此の正保の大地震の記事に及んだ時が即ちアノ大震災で、曼翁が個人の書齋に等しい小さな圖書室から世界の何番目といふ大圖書館に育て上げた大文庫は何十萬といふ藏書を擧げて烏有に歸した。が、モンタヌスの原本も譯本も幸ひ私宅に在つて無事に免がれ、震後數年終に發行されて讀書界を騷がしたが、蘭人の日本の舊誌を譯して偶々大地震の記事に及んだ時實際の地震に遭逢して災禍の飛沫を浴びたといふは何等の奇しき因緣であらう。

　凡そクラシツクの飜譯ぐらゐ人知れぬ苦辛を要するものは無い。殊に日本に關する其頃の外國人の着述は漫然讀下する時は興味に惹かれて輕々看過するが、率ざ精究し或は翻譯しやうとなると地名や人名や物名や其他に疑問を生じて餘計な緣の下の力持を脊負はせられる。殊に人名は一時的の役名もあり、地名は度々變更されるから當時の通稱が今では通じないものがある上に、シカモ外國人の訛音で綴られたものがあるし、物名に到つては往々今日では摸捉し難い名稱がある。恁ういふ困難は實際經驗したものでなければ想像出來ないので、國史や地誌の造詣あるものでも屬々弱らせられる。近刊のルイス・フロイスの藁本日本歷史の新譯には書中の地名と今の現用地名との對照が附載されてゐるが、外國人のみでなく、日本人も亦其頃の外國人の日本に關する著述には不可解の地名や人名が餘り多きに煩はされる。是等の疑問を解決するには一と通りの硏究を要するので、其頃の外國人の著書の翻譯は翻譯よりは寧ろ考證である。近刊外國人の觀光記を譯するやうな容易なものでは無い。曼翁の飜譯は手許に原本が無いから對照する事は出來ないが、對照の手數をするまでもなく曼翁が此種の飜譯者として最適任者の一人であるは十目の視る處何ら呶々する必要は無いのである。

　殊に本書の内容に最も似つかはしく、二百五十年前の蘭人の氣分を彷彿せしむるは曼翁の簡淨雅淡の譯筆である。言文一致が殆んど文章の大勢を制して、國漢文の大家までが在來筆癖の文調を碌々脫し切れないくせに結尾だけを言文一致として新らしがるのが滔々今の風であるに反して、曼翁が毅然として一家の風格を守つて毫も時流を迫ママ〔追〕はなかつたは曼翁の見識である。シカモ此の現代文でも古體文でも無い俗談平話的近體文が不思議に此種のクラシツクの翻譯に適合して恰もお誂へ向きである。

　ケンペルの一部は曩に衞藤利夫氏に翻譯出版されたが全部の完譯は某々氏等に企てられてるといふ噂ばかりでマダ完成されないやうだ。モンタヌスの大業を完成された曼翁は進んでケンペル、シーボルト、チヽング等に餘勇を奪はれん事を囑望する。（因に云ふ。市價の事を筆にするは極めて賤しいが、モンタヌスは曼翁の譯書の序にいふ如き稀本とも思はないが本場に出づれば百圓前後を値ひする。モンタヌスの揷畫を主態をママ〔と〕する千七百三十年版の"Description du Japon"はモンタヌスよりも却て稀覯で、價は略ぼ同格或はヨリ以上であらう。近刊のオツトオ・ペルカの『極東古畫集』は曼翁の譯書の揷畫と略ぼ同じ位に縮圖したのであるが、夫にも拘らず、モンタヌス以外の若干圖を加へてゐるといふ條、直ママ〔値〕段はタシカ四十何圓かであつた。モンタヌスの價値の一半は何と云つても揷畫に有るので、其の殆ど全部——少くとも三分の二を縮圖揷入した曼翁の譯書は上記と比較して極めて低廉である。絕版の曉き恐らくは稀覯として扱はれるであらう。出版書肆たる我が友高嶋米峰翁の爲め、賴まれたのでは無いが些か提灯を持つて置く。）




（15）　姊崎氏の切支丹祕史二種




　南蠻紅毛と明治文化とは此頃の最も人氣ある二大項目である。兎角に中央讀書界に閑却され易い一地方の出版物たる『長崎市史風俗篇』が極めて僅かな部數しか頒布しないに拘はらず帝都の讀書界で評判され、從來餘り顧みられなかつた古い蘭人の著書が出版され、剩つさへ盛んに嘖々されるといふは南蠻紅毛熱の人氣である。

　話は少し脫線するが、此頃野州龍江院のカテキ樣が上野の博物館へ移送され、追て國寶に登錄されるといふ評判で、誰か發見者であるといふやうな自己吹聽者の功名爭ひが新聞にまで書立てられてるが、之も矢張南蠻紅毛の流行のお庇である。カテキ樣が其道の人々の間に知られたのはモウ七八年も、或はモツト前であつた。格別調べるまでもなく切支丹時代の遺物であるのは一見して誰にも首肯けるので、其頃から草深い田舎の寺などに埋もらして置くべきものでなく、東京へ移して國寶にでも登錄したらといふ其道の人々の意見もあつた。が、藤原とか鎌倉とかいふホトケさまでなければ所謂美術鑑賞家や歷史家には對手にされなかつた。切支丹を毛嫌ひするほどの無知者でなくとも、出所不明な切支丹臭いものを國寶ナドとは持つての外だつた。之が今頃漸とこさと中央學界へ持出され、國寶登錄などと騷がれ、發見者の功名爭ひをするやうになつたのは矢張南蠻紅毛の流行にお庇である。

　ツイ地震前までは三十五錢で賣られ、夜肆にでも轉がつてれば五錢か十錢で買はれた『鮮血遺書』が十圓の十五圓のと跳上り、二三ケ所から一時に複刻されるといふは流行ぐらゐ不思議なものは無い。此流行に乘じて（といふと如何にも際物めくが）數年前から夙望でポツ〳〵材料を集められてゐた姉崎博士の『切支丹宗門の迫害と潜伏』が發刊され、續いて其の殘篇とも云ふべき『切支丹禁制の終末』が近刊されたのは恰も能く機會を捉へたのである。十年前ならば如何に人氣のある姉崎君の著述でも少數篤志家以外には餘り喜ばれさうもないのが忽ち數版を重ねて更に一層切支丹硏究熱を高めたといふは、姉崎君の著書の卓越に由るが、一つは切支丹流行の好機に際會したからである。

『切支丹宗門の迫害と潜伏』は糺問の記錄と殉敎の信仰を訓へた切支丹文書に對する著者の解釋と註疏であつて、其の半ばを占むるは『宗門改記錄』と『マルチリオの鑑』と『勸め』とである。糺問に關する記錄の斷片や抄錄は之までも發表された事はあるが、之だけ纏まつたものは初めて紹介されたので、仔細に點檢する時は歷史的興味が津々として湧く。就中、宗門穿鑿の心持（八六頁、）糺問の論點、三右衞門の白狀（九二頁
九七頁）等に糺問者の難詰や被糺問者の答辯以外の相互の心事、言外の憎惡や痛恨までが汲取られる。『マルチリヨの勸め』は誰が筆者であるか不明であるが、全幅に張り切つた强い信仰が溢れてゐて、成程恁ういふ强い信仰を吹込まれてゐればこそ、鼎鑊を蜜よりも甘しとして火にも飛込み十字架にも上つたのであらうと想はれる熱烈な訓言である。

　姉崎君は學者の立場から冷靜着實な解釋を下すだけで、シカモ爰に擧げられたのは平讀乾枯の記錄であるから『鮮血遺書』や『公敎會の復活』のやうな感激を與へないが、事實をして事實を語らしめる糺問始末はカトリツクの信者で無い未信仰者の我々の胸をも打たずには措かない。

　寛文年中の大召捕以下明治初年に到る具體的の迫害記事は記錄の殘存と散亡とに由て詳疎一樣で無いのは據ろないが、單なる記述よりは一見明白に迫害の全的槪念を與ふるは著者の作つた迫害地圖と殉敎者の血族一覽表とである。恁うした地圖や表を見ると、迫害が全國的に行はれて三族までも夷げられてるのが一目瞭然で、切支丹剿滅が徹底的に峻嚴であつたのを戰慄せしむる。日本の歷史は戰爭の連續で、殺戮行刑は殆んど常事となつてゐたが、武士の情は敵に向つても注がれてゐたので、陣亡の敵は厚葬し、降將は優遇し俘虜は保護し、主將の首を刎ねても三族の罪を問はなかつたもんだ。啻だ獨り宗門に對しては寸毫も假借せず、啻に死に處するばかりでなく、及ぶだけ苦痛を與ふる爲め有らん限りの殘酷なる刑罰を工風し、且三族までも絕やして遺蘖なからしめた。本書の殉敎者血族一覽表を見ると、一族代る〳〵に磔殺され□殺され炙殺され烹殺され坑殺された當時の慘刑を思起して膚へに粟を生ずる。

　が、此の日本の歷史あつて以來の最極の慘事を報告する著者の態度は學者の沈着を少しも失はないで、丁度裁判官が判決理由書を書くやうに冷靜なる事實の說明を與へるだけで少しも熱しない。卷末附載の『迫害の心理』は畫龍點晴で、著者の滔々の雄辯は此の一篇を借つて忽ち積水を一時に決したやうに滾々として橫流する。學者の沈着を守るに極めて愼重な著者は如何に橫流奔騰しても留まる處で留まつて決して矩を越えないが、著者が本書所揭の材料を論證して歸納した決論の本旨は巧みに奔流で蔽ふても隨所に隱見して糢糊として認められる。

『切支丹禁制の終末』は前者の殘篇ともいふべきもので、慶應及び明治初期の浦上鄕を中心としての迫害から續いて禁敎撤廢の顚末に及んでる。寛永以來三百年間の迫害に堪えて來た渠等の殉敎精神は決して衰へてはゐなかつたが、其頃のは殘火のブス〳〵と燃ゑる餘熱であつて靑い火花を散らす烈火では無かつた。迫害も亦禁敎前後のは激しい增惡と呪咀に燃ゑてゐたが、德川末期のは法の峻嚴なる勵行に過ぎなかつた。隨つて初期の殉敎者のサンタ瑪利亞と叫んで勇んで死に就いた壯烈の劇的光景を示したに反して、末期の殉敎者は群羊の猛犬に追はれるやうな哀れさを見せたゞけである。且資料の缺乏は初期も末期も同一であるが、僅に殘存してゐるものでも初期のは内容の豐かな記錄や傳奇的興味に富んでる文獻があるが、末期のは地方の役人の留め書や農民等の口碑だけでシカモ極めて貧弱である。前著に比べて後著が譲つてるのは據ろないのである。

　明治の初期の迫害に就ては當時の關係者の手錄が傳寫されて折々坊間にも見え、押收されたコンタスやメダルの類が好事家に翫ばれてをる。當時の官憲や受難者の中にはマダ生存してゐるものもあるし、然らざるものもマダ子か孫の代だから記憶が新らしいので眞相が解つてゐる。此の生存者や或は其子孫から聞いた話が集められてポツ〳〵公敎靑年會の機關『カトリツク』にツイ二三ケ月前まで連載されてゐた。多分此秋に出版される豫定の『公敎會の復活』の後篇の一部であらう。

　姉崎君が自ら序文にことはる如く、遭難の一々の物語は『公敎會の復活』に譲つて本書は公けの方面だけを書いたのだらう、自然前者に於ける如き傳奇的興味に缺けてをる。其の代りには公邊の資料に富み、從來餘り知られなかつた機密の材料を多く提供してをる。例へば禁敎撤廢が外國公使の抗議に起因してゐるは誰も知つてるが、是等の對外交渉や、廟堂の大官の意見や討議や、僧侶や神官や民間學者の迷信や種々の異論が百出して愈々邪宗門禁制の高札を撤去するまでには幾多の曲折を經てをる。最後が岩倉大使の歐米巡遊に各國の政府及び國民から勸告や難問を受け、結局信敎自由を許すに非らざれば到底圓滿なる國際關係を維持する事の困難なるを知つて終に邪宗門禁制の高札を撤去するに到るまでの經過が可成委しく詳述されてをる。

　此問題は日本の開國史の重要事件で、姉崎君も說く如く、鎖國したのが外敎塗絕の爲めであるなら開國した以上は禁制を解くのが必然の結果である。宗敎が國家と衝突するは本質上當然であるが、同時に國家と同化する妥協性を持つてるのは歷史的に證明される。エズイツトが果して宗敎を國土簒奪の道具とした乎ドウ乎は姑らく措いて、基督敎も亦國家に貢獻しつゝあるは切支丹禁制撤去以來五十年を經たる今日立派に證明されてをる。切支丹迫害は今では過去のローマンスとなつてるが、幕府の徹底的な撲滅策は見事に効を奏したので、何等の理由なしに外敎を蛇蝎の如く毛嫌をする偏見は今でも猶ほ民心に漫潤してゐる。維新の當初にあつて廟堂の大官を初め世界的に目覺めた相當理解のある進取的政治家が、切支丹問題となると邪宗の偏見に捉へられて、結局解禁の餘儀なきを知りつゝも愈々の最後まで斷乎として禁制を撤廢する事が出來なかつた紆餘曲折の經過を讀むのは極めて興味がある。啻に獨り切支丹問題のみならず政治上にも社會上にも明治の文化の發達は皆同じ經路を踏んでゐる。新らしい文化を遮斷し若しくは入るゝに躊躇し或は狐疑する保守思想家は顧みて深く考へなければなるまい。

　姉崎君の序文の末尾に、『此問題に對する興味が現代の人々（著者自らをも含めて）に存外多いのは何故だらう。此處にも亦面白い問題があらうと思ふ』とあるは頗る味ふべき節がある。著者が若し學者の默德を破つて百尺竿頭一步を進むるの大雄辯を揮つたなら、百萬の援兵を得たるよりも力强く思ふて感謝するものが其處此處に有らう。但し今日の切支丹硏究熱の流行は必ずしも姉崎君が序言に匂はすやうな理由からばかりでは無い。寧ろ然ういふ全く無交渉な方面に切支丹硏究の興味が專ら沸湧してをる。

　一體史傳は文藝に次いでの讀者の興味の中心であつて、ローマンチツクな史話が所謂大衆文藝と同樣に喜ばれるは勿論、極めて專門的な史學的考證すらが意外に廣く讀まれてゐる。殊に正史のブランク・ページたる祕史となると、"Hidden treature" に對する如き好奇心を誘られて往々小說以上の興味を湧かす事がある。平家の殘黨や義經再興の物語がイツデモ新らしい興味を以て迎へられて、ドンナ愚書でも相當に廣く讀まれる。切支丹硏究の流行も亦此の祕史に對する興味に外ならんので、三百年來全く祕密に包まれたゐたのが段々明るみへ持出されると意外な大きな足跡を殘してゐたのが解つたから、俄に興味を沸騰したのである。丁度古墳が發掘されて珍らしい遺物が發見されたのが解ると、考古に興味も知識も無い權兵衞太郎兵衞までが遺物のカケラを拾ひに集まるやうなものだ。さらぬだに祕史中の祕史と云ひ、東西文化接觸の管鍵と云ひ、國史中の最も悲壯な最も深酷な頁を作る資料であるから、祕密の幕が暗黑から黎明へと段々明るくなるほど愈々興味を沸熱して來たのである。

　東西文明の接觸劇は家康の鎖國で一と先づ幕となつたが、其の中休みの長い幕間も長崎を通じて細々ながら繼續してゐたので、暫らくして黑船渡來の二番目の幕明きとなつた。が、此のニタ幕目も舞臺が幾度も代つて切支丹禁制の撥去で幕となつたが、此の接觸劇は之で終つたのでは無い。今でも猶ほ續いて進行しつゝあるので、其の過程は大きくても小さくても同じ波長を作つてるのだから、何百年前の受難劇が現代の我々にも共感する。切支丹硏究は恁ういふ理由から流行するので、之から先きも時に由て冷熱はあらうが絕えず新らしい興味を刺戟するだらう




（16）　『吉利支丹文學抄』




　村岡典嗣氏の『吉利支丹文藝抄』は題名が示す如く耶蘇會士の傳道文書の抄本である。是等の耶蘇會版は傳存が極めて少なく、日本に存在しないものが多いから、今日では宋元或は平安鎌倉時代の卷子本や古抄本よりも貴いのである。且所在さへ明かでなく、多少見當のつくものでも准國寶的に扱はれてるから勿論複刻されやうもなく、今日では何かの機會の折に硝子越しに見る外は無いのだから、村岡氏が世界一本と稱する英佛圖書館の藏儲ママ〔書〕から筆寫し來つた本書を刊行寄與されたは學界の喜びであつて、學術の爲めに稀珍を私くしゝない氏の學者的宏量を深く多とする。

　本書の卷頭を飾る序說は所謂耶蘇會版の書史と解題と、邦文傳道書の代表としての著名なる『妙貞問答』の解說とで百頁に涉つてゐる。所謂切支丹文學の大綱は略ぼ之に由て窺へるので、書史學に關する最近の最も有力なる且最も興味の豐かな論文である。必ずしも切支丹硏究と云はず、日本の文化史又は中古文獻に沈潜するものは日本の文學の進化の重要なる過程としての切支丹文學の位置を認め、村岡氏の序說の大槪なりとも通讀し置くべき必要あらん。

　本書の本文は四種の耶蘇會版の傳道文書の抄錄である。其中の一種が漢字假名交りの當時の時文である外は羅馬字綴りを國字に改めたのであつて、日本の文章の進化上見免せない特異の文型である。卷末には附錄として三種の語彙と引用聖句の索引を附載する。耶蘇會士の文は一種特異の文型がある上に、獨特の用語があり、敎會慣用の歐語を交ゆるゆえ讀馴れないものは頗る讀辛く、往々理解しにくい章句がある。語彙三種は此の難解の語句を集めた切支丹文學硏究の栞で、著者の苦辛と親切とは感謝を値ひする。

　抄錄の中殊に興味の深いのは中世紀の基督敎團を通じて信奉されてゐたといふ佛陀傳說の『聖ばるらあんと聖じよざはつの御作業』である。聖じよざはつといふは印度の太子悉達で、夙くから人間の無常を觀じて切支丹に歸依したるを、切支丹を好まざる父王が憂ひ悲みて、太子の爲めに新たに宮殿を營み、美人を侍かせて歌舞音樂の歡樂に興じさしたが、榮華に飽かせれば飽かせるほど益々人間を厭離して切支丹の信仰を深くしたといふ物語の筋である。聖ばるらあんといふは阿羅邏仙か欝陀羅仙に當る伴天連である。果して佛陀傳說かドウかは硏究する餘地があらうが、佛陀らしい物語である。伴天連阿羅邏仙は黃表紙にもありさうで微笑される。

　之に就て憶浮べるは佛耶同祖說である。西藏には夙くから佛在世の日、遠く西天から如來の法德を慕ふて來竺せる沙門があつて、隨身して如來の獅子座に侍する數年、成道して再び西天に歸つたといふ傳說があるさうだ。基督傳とソツクリ其儘の何とか尊者だか何とか菩薩だかの傳記があるさうだ。佛と基督とは五百年の時代の差があつて隣家同士に生れたからつて遭う筈は無いが、古代の年曆で五百年ぐらゐの差は實は歷史家の匙加減で伸びも縮みもするのだから、基督が釋迦の弟子であつたり、釋迦が伴天連阿羅邏仙からばうちいずもを受けた切支丹であつたりするはK氏の日本古代史ほどに荒唐不稽では無い。佛耶同祖說はマダ硏究すべき餘地があるので、必ずしも小說と斷定すべきでは無い。が、宗敎起源說は問題外だから省略するとして、佛敎國の日本へ切支丹を弘めやうとするに方つて佛陀を切支丹とする傳說を傳道のトラクトとしたは伴天連も中々隅へ置けない商賣上手であつた。

　上記に次いで興味深く讀んだのは『さんふらんしすこの御作業』であつた。ふらんしすこの傳記は最近に著譯されたものも數種あつて一向珍しくないが、最近に寧ろ基督敎外の士女に渴仰されて聖賢崇拜の中心となつたアツシジの聖人の傳記が三百年前既に讀まれてゐたといふは極めて興味が深い。其中に、はたごやの亭主が此の街道を如何なる侍大名が通るかと問はれて、左樣なる人幾人通るか數を知らぬが誰なるか分ち難しと答ふるといふ比喩に、せいざるもあれしあんでれも秦の始皇も延喜聖帝も通り給ふがママ〔か〕通り給はぬかも見わけぬ體也とあるは如何にも當時の邦人の布敎師の筆らしくして頗る興味がある。

『こんてむすむんぢ』は若樹文庫の著名な國字本耶蘇會版で好書家間に知られてをる。トーマス・アケンピスの名著の飜譯で、エソツプに次いでの最始の國譯歐文學である。爰に收められたのは林氏の藏本からで無くてボドレイアン文庫の羅馬字本から拔萃したのである。羅馬字本は一五九二年版で、國字本は之より十四年遅れた一六一〇年版である。林氏が私刊して頒つた玻璃版標本の目錄一頁と本文一葉とを併せ視るに大體は同じであるが聊か字句の相違する個處がある。國字本が羅馬字本を書改めたに過ぎないのは想像されるが、多少でも字句に相違あるを以て推すと若干改訂を加へたのでは無いかと思はれる。尤も此の二三頁の字句の相違は修正する必要の無い無用の修正で、或は國字本に改める際の粗漏か誤記では無いかと思はれるが、左に右く全部を對校考勘する必要がある。夫に就けても林氏の國字本『こんてむつすむんぢ』の一日も早く複製されん事を切支丹文學硏究者を代表して深く切望する。

　日本に現存する切支丹文學の最大貴重書として知られる天草刊行の一五九二年版の『ドチリナ・キリシタン』の複製は既に印刷成つて今秋某氏の硏究を添えて發行される豫定となつてをる。久しく絕版中のサトウの『耶蘇會版書史』も著者の校訂手入本の複製が某氏の追加書目を附載して今秋發行されやうとしてをる。長崎から發行される長崎叢書中にも村上氏和譯の伴天連の布敎通信を初め切支丹物が加へられるさうだし、絕版中の『公敎會の復活』の前篇も今秋は未刊の後篇と一緖に發行されるさうだ。此の以外アジユタで發見されたルイス・フロイス藁本日本史の獨譯本は三册の中の第一册が二三ケ月前新著して其の紹介や一部の抄譯が二三の雜誌に見えたが、某々氏等が既に飜譯に着手してゐるといふ噂もある。切支丹が人氣問題であるは最近の『新小說』の南蠻紅毛號が同誌としてはやゝ硬過ぎたに拘らず相當の成果を收めたといふのでも明かで、切支丹の祕史及び切支丹文學の硏究は之から先きが益々盛んになるだらう。




　私の讀書放浪は一つ名著に餘り低徊し過ぎた。私が此の夏の炎熱を忘れるべく書齋巡禮を思ひ立つて案頭几邊に集めた新刊近刊は三十三番は魯か八十八ケ所も有らう。之だけ一巡するには餘程駈足で、マラソン競爭でもするツモリで取掛らねばならないが、坊主がお勤めの經を誦むやうな日課念佛的の讀書は私には出來ない。日和ひより番匠ばんじやうで一日に二三册片附ける事もあるが二三日掛つてヤツトコサと一册卒業する事もある。捻り鉢卷で油汗をタラ〳〵垂らしつゝ馬力を掛けても一千何百頁といふやうな大册を一と通り目を通すには四日や五日は掛る。讀書は決して樂なものでは無い。だが、何十年振とかいふきのふけふの無風熱氣の九十何度をも氷を嚼みつゝも忘れる事が出來るのは亦讀書のお庇である。

　私の座傍には披讀を誘る近刊がマダ二三十册控へてゐる。之だけを卒るには夏の長さを二倍しても追付かない。讀書を閑人の仕事のやうに冷笑するものがあるが、讀書家ぐらゐ恐らく多忙な生活を送るものは無からう。一册を讀終る遑も無い中に復た一册が現れるので、殊に此頃のやうに名著大著が續出して、每日新刊と追駈けツこをして息をつく暇も無い。加之ならず、新著を追駈けるばかりで無く、無盡藏の古い書物の中からも丁度金掘りが廢坑から新らしい鑛脈を見付けやうとする如くに蟲に閉ぢられた黴臭い頁をもめくらねばならない。讀書家となるのは岡目で見るやうに氣樂なものでは無い。

　だが、悠ういふと左も精勵な讀書家を任ずるやうで些か赤面するが、私は實は大の怠け者だ。讀書すると云つても日和番匠の遊戱半分で肩の張るやうなものは一向讀まない。夫でも相應に忙がしい思ひをする。學校を離れてからは何十年一日の如く書物らしい書物を手にした事も無くて、讀書は閑人の業などと利口振つて、賄賂を取る事と待合に遊ぶ事の外は芋の煑えたも御存じない不讀書階級は誠に後生樂な幸福人である。（鳥渡爰で一服息休めをする。）
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